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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。
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■演出／河内哲二郎
■出演／日髙啓介、河内哲二郎
■日時／5月17日（土）19:00開演
　　　　5月18日（日）11:00開演／15:00開演（3回公演）
　各回30分前開場　上演時間約70分（予定）
　各回公演後にアフタートークを予定しております。
■会場／三股町立文化会館	ホール
■チケット料金（全席自由）
　一般3,000円／U25割2,000円／高校生以下1,000円
　※未就学児ご入場不可　※U25割：25歳以下の方対象
■チケット予約・お問い合わせ／三股町立文化会館
　電話：0986-51-3462　WEB
■主催／THEATRE	CARAVAN!!!・三股町・三股町教育委員会
■共催／合同会社こふく劇場

河内 哲⼆郎 日髙　啓介

■作／永山智行（劇団こふく劇場）
■演出／鳴海康平（第七劇場）
■出演
　濵沙杲宏、有村香澄、池田孝彰（以上、劇団こふく劇場：宮崎）
　木母千尋、菊原真結、三浦真樹（以上、第七劇場：三重）
　西藤将人（島根）
■日時／
　6 月 14 日（土）19：00 開演・15 日（日）14：00 開演

※開場は 30 分前 ※未就学児入場不可※託児サービスあり（要予約）
■会場／三股町立文化会館 
■チケット料金（全席自由）
　一般 前売 2,500 円（当日 3,000 円） 
　やさい割 2,000 円（前売のみ） 
　U25 割 1,500 円／高校生以下 1,000 円

※ U25 割は、25 歳以下の方が対象。（公演当日証明書提示）
※やさい割は、当日に、ご家庭で収穫された野菜をご持参ください。

■チケット予約・お問い合わせ／三股町立文化会館
　電話：0986-51-3462　WEB
■主催／三股町・三股町教育委員会
■協力／宮崎県高等学校文化連盟演劇専門部
■助成／一般財団法人地域創造

●期間・時間＝令和 7 年６月開講～令和 8 年３月本公演
原則として、毎週木曜午後５時～ 6 時 30 分
初回：6 月 19 日（木）17：00 ～

●対象・定員＝小学４年生～高校２年生
●参加料金＝月額 1,000 円（保護者会会費）
　※みまた座の子ども達をサポートするための保護者会があります。
●スポーツ保険 ･･･ スポーツ保険に加入していただきます
　①中学生以下 800 円
　②高校生以上 1,850 円（参加費とは別になります）
● 申込方法＝参加申込書に必要事項をご記入の上、三股町立文化

会館へお申し込みください。
※申込書は、文化会館窓口と役場受付、または文化会館 WEB サイトで入手できます。

●申込締切＝５月 31 日（土）

みまた座
三股の子どもたちのための演劇講座『みまた座』です。初めての
子も気軽に参加できます！！
遊び心いっぱいに、自由に演劇を楽しんでみませんか？

演劇ワークショップ

大募集！
22期生

三
股
町
立
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業
公
演

三
重
×
宮
崎
×
島
根
、
３
つ
の
地
域
の
ア
ー
ティ
ス
ト

と
公
共
劇
場
が
連
携
し
て
つ
く
る
、

地
域
発
の
演
劇
作
品
。

三
重
・
宮
崎
・
島
根
を
巡
る
縁
結
び
旅

・作／安和学治　・演出／当山彰一
・出演

安和学治、安和朝彦、久高友昭、城間優子、大城幹也、北原緒生
ぐっさん、いしだあきこ、当山彰一、平良暁、なかちかおり
久高友昭、伊禮麻里代、華澄、よしは、三線演奏：安和学治

・日時／ 5 月24日（土）19 時
　　　　5 月25日（日）16 時　※各回20 分前開場
・会場／三股町立文化会館 ホール
・チケット料金（全席自由）
　一般 3,000円（当日3,500円) ／ U25 割 1,500円（当日2,000円）

※未就学児ご入場不可　※U25 割：25 歳以下の方対象
・無料託児有（要申込：三股町立文化会館まで）
・チケット予約・お問い合わせ／三股町立文化会館
　電話：0986-51-3462　WEB
・主催／劇艶おとな団、三股町　三股町教育委員会
・共催／合同会社こふく劇場

「うちかび」「60年」

みまた演劇フェスティバル まちドラ！2025 プレドラ！

劇艶おとな団　三股町ミルドラ2025 豪華二本立て！

沖縄の死生観を垣間見る
ハートウォーミングコメディ

貴方のお祖父さんの青春
貴方のお祖母さんの恋

三股町文化会館 検索

とある地下室	。ベッドが二つ、ベッドとベッドの間の壁にはなぜか料
理昇降機の口があり、その蓋は閉じられている。	仕事を待つ二人の
殺し屋ベンとガス。他愛もない会話を交わすうち二人の間の緊張は
高まるが、	そこに突然、料理昇降機を通じて階上から次々と料理の
注文が届く。混乱する二人。最後に料理昇降機が上がって行った後、
とうとう仕事の指令が入るが……。

あ
ら
す
じ

三股町文化会館 検索

三股町文化会館 検索
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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
花と緑と水のまち
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「どらっ、まちドラ！」
～まちドラ！の〝裏側〟を覗き見る～

ハートのまちの真ん中で

「まちドラ！」開催！見に来てね！
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「
ど
ら
っ
、ま
ち
ド
ラ
！
」

～
ま
ち
ド
ラ
！
の
〝
裏
側
〟
を
覗
き
見
る
～

み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
ま
ち

ド
ラ
！
２
０
２
５
」を
、
５
月
23
日（
金
）

～
25
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

23
日（
金
）に
は
、
町
立
文
化
会
館
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
ほ

か
、「
カ
ク
ド
ラ
！
～
90
分
で
セ
リ
フ
書

い
て
み
る
？
～
」を
行
い
ま
す
。こ
れ
は
、

「
演
劇
の
台
本
」で
あ
る
戯
曲
を
、ま
ち
ド

ラ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
あ
る
永な

が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

さ
ん（
劇
団
こ
ふ
く
劇

場
）指
導
の
も
と
、
90
分
間
の
講
座
の
中

で
書
き
あ
げ
る
と
い
う
企
画
で
す
。

※
ヨ
ム
ド
ラ
！
の
台
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

24
日（
土
）、25
日（
日
）は
、メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る「
ヨ
ム
ド
ラ
！
」「
ミ
ル
ド

ラ
！
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
ヨ
ム
ド
ラ
！
」で
は
、町
民
が
書
い
た

台
本（
注
１
）が
、町
民
や
劇
団
、プ
ロ
の

演
出
家
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
ま
す
。

町
立
文
化
会
館
で
行
わ
れ
る「
ミ
ル
ド

ラ
！
」は
、
劇
団
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
る

本
格
的
な
舞
台
。
今
年
は
、
沖
縄
県
の
劇

団「
劇
艶
お
と
な
団
」に
よ
っ
て
、
２
作

品
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

開
催
迫
る
！

ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
５

平
成
24
年（
２
０
１
２
年
）に
始
ま
り
、

今
年
で
14
年
目
と
な
る
、
ま
ち
ド
ラ
！
。

２
０
１
１
年
12
月
、
町
立
文
化
会
館
の
開

館
10
周
年
を
記
念
し
て
上
演
さ
れ
た「
お

は
よ
う
、わ
が
町
」が
き
っ
か
け
と
な
り
、

ま
ち
ド
ラ
！
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
お
は
よ
う
、わ
が
町
」の
町
民
出
演
者

た
ち
か
ら
、「
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
」
な
ど

の
声
が
上
が
り
、
翌
年
６
月
に
、
１
回
目

と
な
る
ま
ち
ド
ラ
！
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
始
ま
っ
た
ま
ち
ド

ラ
！
の
魅
力
の
一
つ
は「
町
民
参
加
型
」

で
あ
る
こ
と
。
台
本
を
読
み
な
が
ら
上
演

す
る
た
め
、
演
劇
経
験
が
な
い
人
で
も
出

演
で
き
る
ほ
か
、
同
じ
く
、
台
本
を
書
い

た
こ
と
が
な
い
人
で
も
台
本
を
書
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

今
回
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ「
ヨ

ム
ド
ラ
！
」に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
稽

古
が
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
本
番
を

迎
え
る
の
か
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
の
様

子
も
交
え
て
そ
の〝
裏
側
〟
を
紹
介
し
、

魅
力
に
迫
り
ま
す
。

町
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト

ど
ら
っ
、ま
ち
ド
ラ
！
を

覗
い
て
み
っ
か
ね

４月17日（木）、第２回目の稽古が行われました。まちドラ！フェスティバル・ディレクターの永山
智行さん(写真最後列左)と、この日の稽古に参加した出演者やサポートスタッフの皆さんです。

「どらっ、まちドラ！」

演劇―。辞書によると、「俳優が脚本と演出に従い、舞台の上で身振
りやせりふによって人物・物語などを表現する総合芸術。脚本・演出・
演技・音楽・照明・舞台装置など、全ての要素が鑑賞の対象となる」
とあります（引用：明鏡国語辞典（携帯版）初版第六刷、大修館書店）。
みまた演劇フェスティバル「まちドラ！」は、今年で 14 年目を迎え
ます。「演劇イベント」の枠を超え、町民と演劇のプロが一体となって
上演する―。そんな、まちドラ！の魅力に迫るため、その“裏側”を
覗いてみます。

※�

本
事
業
に
お
け
る「
町
民
」と
は
、
町
内
在
住

の
人
、
町
内
で
勤
務
す
る
な
ど
、
町
に
関
係
し

て
い
る
人
を
意
味
し
ま
す
。

（
注
１
）…
一
部
を
除
く
。

※「
ど
ら
」と
は
、「
さ
て
と
」「
さ
ぁ
」な
ど
を
意
味
す
る
方
言
で
す
。

ど
ら
っ
、ま
ち
ド
ラ
！

に
行
っ
て
み
っ
か
ね
。

佐
さ
土
ど
平
びら
　澄
すみ
則
のり
さん（東原在住）

４㌻のコラム欄で紹介する、「ま
ちドラ！やき」を製造していた
「お菓子のさどびら」の元店主。
令和元年、惜しまれながら同店を
閉店した。

まち×演
ド ラ マ

劇＝まちドラ！
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同
じ
く
本
番
一
週
間
前
。
演
出
家
が
県

内
外
か
ら「
三
股
入
り
」し
ま
す
。ヨ
ム
ド

ラ
！
の
演
出
を
手
掛
け
る
の
は
、
県
内
外

の
劇
団
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積

ん
だ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
皆
さ
ん
。

出
演
者
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
、
作
品
を
仕
上
げ
て
い
き
ま

す
。
本
番
が
近
く
な
る
に
つ
れ
、
稽
古
は

熱
を
帯
び
て
き
ま
す
。前
日
に
は
、衣
装
、

照
明
や
音
響
な
ど
、
観
客
が
い
な
い
と
い

う
点
以
外
、
本
番
と
同
じ
環
境
で「
ゲ
ネ

プ
ロ
」と
呼
ば
れ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、

翌
日
の
本
番
に
向
け
て
、
せ
り
ふ
や
動
き

に
微
修
正
を
加
え
て
い
き
ま
す
。

演
出
家
、「
三
股
入
り
」

本
番
一
週
間
前
。
各
小
劇
場
の
舞
台
設

営
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
重
要
な
の

は
、
舞
台
設
営
を
行
う
の
は
専
門
業
者
で

は
な
い
と
い
う
点
で
す
。

舞
台
上
の
壁
に
布
を
張
っ
た
り
、
舞
台

の
床
面
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
い
た
り
、
観

客
席
の
椅
子
を
運
搬
し
た
り
と
、
設
営
の

多
く
を
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
町
立
文

化
会
館
の
職
員
や
出
演
者
が
行
い
ま
す
。

舞
台
や
舞
台
装
置
も
鑑
賞
の
対
象
と
な

る「
演
劇
」。出
演
者
た
ち
に
よ
っ
て
作
り

上
げ
ら
れ
る
特
設
小
劇
場
も
ま
た
、
上
演

さ
れ
る
作
品
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
、重
要
な
要
素
な
の
で
す
。

町
民
出
演
者

に
よ
る
舞
台
設
営

ま
ち
ド
ラ
！
の
稽
古
は
、
呼
吸
を
合
わ

せ
る
こ
と
か
ら
。
腹
式
呼
吸
を
意
識
し
た

発
声
練
習
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
お
よ
そ

40
分
か
け
て
、
呼
吸
を
整
え
、
合
わ
せ
て

い
き
ま
す
。

当
然
な
が
ら
出
演
者
た
ち
は
異
な
る
年

齢
、
職
業
で
あ
る
ほ
か
、
稽
古
に
来
る
前

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
、
学
校
や
職
場
な

ど
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

異
な
る
環
境
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を

送
っ
て
い
る
人
た
ち
が
集
ま
り
、
こ
れ
か

ら
一
緒
に〝
演
劇
〟と
い
う
世
界
に
入
る

―
。
そ
の
た
め
に
は
、
呼
吸
を
合
わ
せ
る

こ
と
も
効
果
的
で
す
。

ま
ず
は
、

呼
吸
を
合
わ
せ
る

三股駅前で毎年 12月に行われている「キャンドルナイトみまた」。このイベントを企画・運営
している、町民有志の団体「えきにぎ」は、まちドラ！で、「まちＣａｆｅ」の企画やミニイベントスペー
スの準備などを行っています。そんな「えきにぎ」が、平成24年に「お菓子のさどびら」さんに
相談して製作された商品があります。その名も、「まちドラ！やき」。生クリームとあんこを使った
ブッセのようなどら焼きで、来場者にとても好評だったとか。同店は、惜しまれながら令和元年
に閉店しましたが、「まちドラ！やき」は、今もなお、まちドラ！ファンの思い出に残っています。

ま
ち
ド
ラ
！
の
準
備
は
、
毎
年
４
月
に

行
わ
れ
る
旗
揚
式
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
し

て
、
旗
揚
式
の
終
了
後
、
１
回
目
の
稽
古

が
行
わ
れ
ま
す
。

稽
古
と
い
っ
て
も
、
始
め
か
ら
本
格
的

な
舞
台
稽
古
を
行
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
緒
に
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
く

仲
間
た
ち
を
知
る
た
め
に
、
ゲ
ー
ム
形
式

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い

ま
す
。

相
手
を
知
り
、
相
手
に
自
分
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
。
町
民
出
演
者
の
多
く

は
毎
年
出
演
し
て
い
る〝
ベ
テ
ラ
ン
〟で

す
が
、
初
め
て
挑
戦
す
る
人
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
く
な
る
よ
う
運

営
し
て
い
ま
す
。

かつて存在していた⁉名物「まちドラ！やき」！

５
月
に
な
る
と
、
出
演
す
る
作
品
ご
と

に
分
か
れ
て
稽
古
を
行
い
、
実
際
の
台
本

を
手
に
、
チ
ー
ム
で
読
み
合
わ
せ
る「
本

読
み
」を
行
い
ま
す
。

本
読
み
で
は
、「
こ
こ
は
動
き
を
つ
け

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
？
」な
ど
、

出
演
者
同
士
、
出
演
者
と
演
出
家
の
間
で

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。

何
度
も
出
演
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
異

な
る
演
出
家
の
も
と
で
出
演
し
て
お
り
経

験
豊
富
で
す
。
作
者
の
意
図
を
く
み
取
り

な
が
ら
よ
り
良
い
作
品
に
す
る
た
め
、
演

出
家
や
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、

意
見
を
出
し
合
っ
て
考
え
ま
す
。

意
見
を
出
し
合
う

「
本
読
み
」

コラム

稽古の始まりは、呼吸を合わせること。町立文化会館のホール内は、呼
吸の音が静かに響くのみ。

和やかな雰囲気の中、せりふ回しや動きについて意見を
出し合います。（令和6年撮影）

4月10日（木）に開催した旗揚式後の稽古では、ゲーム形式のオリエンテーション
を行いました。

「ヨムドラ！」は、台本を読みながら上演するリーディング劇。台本も、
出演者が自作します。（令和6年撮影）

舞台設営で使用する資材の、運搬作業の様子。職員、スタッフや町民出
演者らが協力して舞台設営を行います。（令和6年撮影）

本番前日のゲネプロの様子。実際の衣装を着用するなど、本番さながら
の環境でリハーサルを行います。（令和6年撮影）

町民出演者に聞くと、会場に併設される「まちcafe」を楽しむの
も醍醐味だとか。

まちドラ！スタッフ。右から二人目は、「まちドラ！フェスティバル・ディレ
クター」の永山智行さん（劇団こふく劇場）。

「どらっ、まちドラ！」 「どらっ、まちドラ！」

こうやって作品が
上演されるのか～！！

出演者の中には、場の雰囲気を和ませてくれる人も
たくさんいます。

※特集内で使用しているドラ焼きの写真は「まちドラ！やき」ではありません。
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●
新
規
採
用（
20
人
）		

総
務
課
職
員
係（
新
）小
宮
山
奈
津
希

▽
企
画
商
工
課
商
工
観
光
係（
新
）渡

邊
龍
弥
▽
税
務
財
政
課
資
産
税
係（
新
）

河
潟
大
河
▽
税
務
財
政
課
財
政
係（
新
）

前
田
美
空
▽
町
民
保
健
課
健
康
推
進
係

（
新
）川
﨑
心
暖
▽
町
民
保
健
課
国
保
年

金
係（
新
）時
任
杏
実
▽
町
民
保
健
課

戸
籍
住
民
係（
新
）山
﨑
翔
▽
町
民
保

健
課
戸
籍
住
民
係（
新
）岩
崎
英
志
▽

福
祉
課
社
会
福
祉
係（
新
）橋
口
開
陸

▽
福
祉
課
児
童
福
祉
係（
新
）山
元
空

知
▽
福
祉
課
児
童
福
祉
係（
新
）久
木

山
ひ
芽
果
▽
農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

（
新
）井
上
竜
行
▽
農
業
振
興
課
畜
産
振

興
係（
新
）戸
髙
瑠
奈
▽
農
業
振
興
課

農
林
整
備
係（
新
）三
浦
輝
星
▽
環
境

水
道
課
環
境
保
全
係（
新
）平
川
晃
大

▽
環
境
水
道
課
下
水
道
係（
新
）大
浦

秀
翔
▽
教
育
課
生
涯
学
習
係（
新
）藤

田
脩
斗
▽
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
新
）宮
原
竜
騎
▽
教
育
課
文
化
財
係

（
新
）香
川
七
海
▽
教
育
課
図
書
館
係

町
職
員
人
事
異
動
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

新規採用職員（20人）です。よろしくお願いします。

町は４月１日付で人事異動を発令しました。詳細は次のとおりです。
※現職（前職）氏名の順、退職者は最終課

（
新
）桐
木
平
虹
之
介

●
課
長
級（
7
人
）

総
務
課
課
長（
会
計
課
課
長
）瀬
尾
真
紀

▽
企
画
商
工
課
課
長
兼
五
本
松
交
流
拠

点
施
設
推
進
室
室
長（
企
画
商
工
課
課

長
兼
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
室
長
兼
五

本
松
交
流
拠
点
施
設
推
進
室
室
長
）鈴

木
貴
▽
税
務
財
政
課
課
長（
総
務
課
課

長
）白
尾
知
之
▽
福
祉
課
対
策
監（
社
会

福
祉
協
議
会
）（
教
育
課
課
長
）島
田
美

和
▽
農
業
振
興
課
課
長
・
農
業
委
員
会

事
務
局
事
務
局
長（
併
任
）（
農
業
振
興

課
対
策
監
兼
課
長
補
佐
）細
田
高
広
▽

会
計
課
課
長
兼
課
長
補
佐（
会
計
管
理

者
）（
会
計
課
課
長
補
佐
）竹
村
恵
美
▽

教
育
課
課
長（
農
業
振
興
課
課
長
・
農

業
委
員
会
事
務
局
事
務
局
長（
併
任
））

山
田
正
人

●
課
長
補
佐
級（
26
人
）

総
務
課
課
長
補
佐（
職
員
・
秘
書
広
報
）

（
総
務
課
課
長
補
佐（
危
機
管
理
））山

元
博
▽
総
務
課
課
長
補
佐
兼
危
機
管

理
係
長（
総
務
課
課
長
補
佐（
行
政
））

大
﨑
俊
英
▽
総
務
課
課
長
補
佐（
行
政
）

（
税
務
財
政
課
課
長
補
佐（
財
政
・
住

民
税
））高
山
真
理
▽
総
務
課
職
員
係
主

幹
兼
係
長（
総
務
課
職
員
係
長
）兒
玉

加
代
子
▽
企
画
商
工
課
課
長
補
佐(

施

設
推
進
）兼
五
本
松
交
流
拠
点
施
設
推

進
室
室
長
補
佐（
企
画
商
工
課
課
長
補

佐
）永
田
祐
樹
▽
企
画
商
工
課
施
設
推

進
係
主
幹（
五
本
松
交
流
拠
点
施
設
推

進
室
）（
企
画
商
工
課
課
長
補
佐
兼
施

設
推
進
係
長
兼
五
本
松
交
流
拠
点
施
設

推
進
室
室
長
補
佐
）河
野
藤
吉
▽
企
画

商
工
課
課
長
補
佐（
企
画
政
策
・
商
工

観
光
）兼
企
画
政
策
係
長（
企
画
商
工

課
企
画
政
策
係
長
）高
山
秀
栄
▽
企
画

商
工
課
課
長
補
佐（
ふ
る
さ
と
）兼
ふ

る
さ
と
納
税
推
進
係
長（
ふ
る
さ
と
納

税
推
進
室
室
長
補
佐
兼
係
長
）飛
松
誠

一▽
税
務
財
政
課
納
税
管
理
係
主
幹
兼

係
長（
税
務
財
政
課
納
税
管
理
係
長
）

大
浦
明
▽
税
務
財
政
課
課
長
補
佐（
財

政
・
住
民
税
）（
総
務
課
課
長
補
佐（
職

員
・
秘
書
広
報
））新
原
正
人
▽
税
務
財

政
課
専
任
主
幹（
財
政
）（
税
務
財
政
課

課
長
）黒
木
孝
幸
▽
町
民
保
健
課
課
長

補
佐（
戸
籍
住
民
）（
町
民
保
健
課
戸
籍

住
民
係
主
幹
）中
村
三
和
子
▽
町
民
保

健
課
戸
籍
住
民
係
主
幹（
農
業
振
興
課

農
林
整
備
係
主
幹
）上
水
幸一郎
▽
町
民

保
健
課
国
保
年
金
係
主
幹
兼
係
長（
福

祉
課
課
長
補
佐（
児
童
福
祉
））黒
木
芳

剛
▽
町
民
保
健
課
健
康
推
進
係
主
幹
・

福
祉
課
児
童
福
祉
係
主
幹（
兼
務
）（
町

民
保
健
課
健
康
推
進
係
主
幹
）谷
口
さ

と
み
▽
福
祉
課
課
長
補
佐（
児
童
福
祉
）

（
総
務
課
危
機
管
理
係
長
）長
友
美
樹

▽
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

主
幹
兼
係
長（
高
齢
者
支
援
課
課
長
補

佐
兼
地
域
包
括
支
援
係
長
）野
口
陽
子

▽
高
齢
者
支
援
課
課
長
補
佐（
地
域
包

括
支
援
）（
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括

支
援
係
主
幹
）島
田
知
恵
▽
農
業
振
興

課
課
長
補
佐（
農
林
整
備
）（
都
市
整
備

課
都
市
計
画
係
主
幹
兼
係
長
）木
場
康

彰
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
係
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
係
長
）井
上
香

▽
都
市
整
備
課
建
築
係
主
幹（
町
民
保

健
課
課
長
補
佐（
戸
籍
住
民
））恒
吉
正

昭
▽
環
境
水
道
課
上
水
道
係
主
幹（
環

境
水
道
課
上
水
道
係
主
幹
兼
係
長
）内

村
栄
男
▽
環
境
水
道
課
課
長
補
佐（
下

水
道
）（
環
境
水
道
課
課
長
補
佐
兼
下

水
道
係
長
）出
水
和
樹
▽
教
育
課
専
任

主
幹（
生
涯
学
習
）（
福
祉
課
対
策
監（
社

会
福
祉
協
議
会
））有
川
順一▽
総
務
課
付

（
町
民
保
健
課
健
康
推
進
係
主
幹
）頴

川
宗一郎
▽
教
育
課
学
校
教
育
係
主
幹

（
教
育
指
導
監
）（
教
育
課
学
校
教
育
係

副
主
幹
）平
田
智
希

●
係
長
級（
12
人
）	

	

総
務
課
行
政
係
長（
総
務
課
行
政
係
）

宇
都
雅
大
▽
総
務
課
秘
書
広
報
係
長

（
総
務
課
秘
書
広
報
係
）上
石
智
美
▽
企

画
商
工
課
施
設
推
進
係
長（
五
本
松
交

流
拠
点
施
設
推
進
室
）（
総
務
課
行
政

係
長
）川
越
芳
枝
▽
企
画
商
工
課
商
工

観
光
係
副
主
幹（
企
画
商
工
課
商
工
観

光
係
）内
木
場
康
朗
▽
税
務
財
政
課
特

別
収
納
対
策
係
副
主
幹（
税
務
財
政
課

特
別
収
納
対
策
係
）大
岩
根
猛
▽
農
業

振
興
課
農
林
整
備
係
長（
都
市
整
備
課

道
路
公
園
係
）朝
倉
祐
▽
都
市
整
備
課

都
市
計
画
係
長（
税
務
財
政
課
財
政
係

副
主
幹
）天
神
原
幸
▽
環
境
水
道
課
上

水
道
係
長（
税
務
財
政
課
住
民
税
係
副

主
幹
）中
村
香
織
▽
環
境
水
道
課
下
水

道
係
長（
農
業
振
興
課
農
林
整
備
係
長
）

別
府
大
輔
▽
会
計
課
会
計
係
長（
総
務

課
付
）宮
元
啓
彰
▽
教
育
課
文
化
振
興

係
副
主
幹（
総
務
課
付
）山
内
ま
ど
か

▽
教
育
課
学
校
教
育
係
副
主
幹（
県
派

遣（
宮
崎
県
））木
村
富

●
一
般
職（
30
人
）	

総
務
課
行
政
係（
町
民
保
健
課
戸
籍
住

民
係
）宮
浦
詩
音
▽
総
務
課
行
政
係（
都

市
整
備
課
建
築
係
）川
畑
一
希
▽
総
務

課
デ
ジ
タ
ル
推
進
係（
総
務
課
付
）中

西
航
也
▽
総
務
課
危
機
管
理
係（
農
業

振
興
課
畜
産
振
興
係
）内
村
友
美
▽
企

画
商
工
課
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
係（
ふ

る
さ
と
納
税
推
進
室
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
係
）大
田
桃
矢
▽
企
画
商
工
課
企
画

政
策
係（
農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係
）

渡
邊
新
之
助
▽
税
務
財
政
課
住
民
税
係

（
環
境
水
道
課
上
水
道
係
）久
保
田
夏

貴
▽
税
務
財
政
課
資
産
税
係（
総
務
課

デ
ジ
タ
ル
推
進
係
）長
友
想
▽
町
民
保

健
課
国
保
年
金
係（
町
民
保
健
課
戸
籍

住
民
係
）廣
池
紗
耶
▽
町
民
保
健
課
国

保
年
金
係（
企
画
商
工
課
商
工
観
光
係
）

辰
和
佳
奈
▽
町
民
保
健
課
健
康
推
進

係
・
福
祉
課
児
童
福
祉
係（
兼
務
）（
教

育
課
学
校
教
育
係
）川
原
雪
菜
▽
福
祉

課
社
会
福
祉
係（
教
育
課
文
化
振
興
係
）

廣
津
大
介
▽
福
祉
課
児
童
福
祉
係（
総

務
課
行
政
係
兼
職
員
係
）川
原
春
菜
▽

高
齢
者
支
援
課
介
護
高
齢
者
係（
教
育

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）福
田
涼
子
▽
高

齢
者
支
援
課
介
護
高
齢
者
係（
環
境
水

道
課
環
境
保
全
係
）中
野
美
穂
▽
高
齢

者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係（
高
齢
者

支
援
課
介
護
高
齢
者
係
）田
中
翔
也
▽

農
業
振
興
課
農
政
企
画
係（
税
務
財
政

課
資
産
税
係
）丸
野
輝
理
▽
都
市
整
備

課
道
路
公
園
係（
環
境
水
道
課
上
水
道

係
）村
中
竜
生
▽
都
市
整
備
課
建
築
係

（
環
境
水
道
課
下
水
道
係
）福
田
和
紀

▽
環
境
水
道
課
上
水
道
係（
環
境
水
道

課
下
水
道
係
）福
永
健
斗
▽
教
育
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係（
教
育
課
生
涯
学
習
係
）

水
元
大
樹
▽
教
育
課
学
校
教
育
係（
企

画
商
工
課
施
設
推
進
係
）岩
本
梓
▽
総

務
課
付（
総
務
課
職
員
係
）大
田
卓
美

▽
総
務
課
付（
総
務
課
行
政
係
）小
谷

愛
子
▽
総
務
課
付（
総
務
課
デ
ジ
タ
ル

推
進
係
）田
中
彩
香
▽
総
務
課
付（
税

務
財
政
課
資
産
税
係
）岡
林
菜
奈
美
▽

総
務
課
付（
町
民
保
健
課
健
康
推
進
係
）

末
吉
未
浦
▽
総
務
課
付（
町
民
保
健
課

健
康
推
進
係
）田
之
中
萌
恵
▽
総
務
課
付

（
町
民
保
健
課
国
保
年
金
係
）足
立
舞

▽
総
務
課
付（
福
祉
課
児
童
福
祉
係
）

桑
木
彩
香

●
退
職（
13
人
）	

（
総
務
課
行
政
係（
再
任
用
））佐
藤
孝

▽（
税
務
財
政
課
財
政
係
）花
房
里
佳
▽

（
町
民
保
健
課
国
保
年
金
係
長
）大
峯

美
紀
▽（
町
民
保
健
課
国
保
年
金
係
）盛

田
彩
加
▽（
福
祉
課
社
会
福
祉
係（
再

任
用
））上
村
と
も
子
▽（
福
祉
課
児
童

福
祉
係
）大
峰
春
香
▽（
福
祉
課
社
会
福

祉
係
）東
達
也
▽（
高
齢
者
支
援
課
介
護

高
齢
者
係
副
主
幹
）内
田
淳
子
▽（
高
齢

者
支
援
課
介
護
高
齢
者
係
）山
下
美
華

▽（
農
業
振
興
課
農
政
企
画
係（
再
任

用
））横
田
耕
二
▽（
教
育
課
生
涯
学
習
係

（
再
任
用
））鍋
倉
祐
三
▽（
教
育
課
図

書
館
係
）塩
見
和
佳
▽（
総
務
課
付
）来

住
沙
耶
香

●
再
任
用（
２
人
）

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係（
高

齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係
主
幹
）

水
久
保
美
良
子
▽
会
計
課
会
計
係（
会

計
課
副
主
幹
）永
山
弓
子

●
派
遣
期
間
満
了（
１
人
）

都
城
市
立
志
和
池
中
学
校
校
長（
教
育

課
学
校
教
育
係
副
主
幹
）松
下
綾

①「それって幻聴ですよ隆さん」
町民チーム①×田坂哲郎（福岡）
――大きな地震で止まってしまった電車の車
内。現役の高校球児とかつて高校球児だった中
年の男が出会い……

日時／ 24日（土）午後4時
　　　 25日（日）午前9時30分/午後3時
作／武藤基子（2024年度三股町立文化会館戯曲講座受講生）
演出／田坂哲郎（非・売れ線系ビーナス／福岡）

②「ちがう足跡、ならぶ時間」
PUYEY×ギムレットには早すぎる（福岡）
――日曜日。公園の一角にあるドッグランに
は、それぞれの事情を抱えた人たちが飼い犬と
ともに集まってきて……
日時／ 24日（土）午後0時30分　
　　　25日（日）午前11時30分/午後1時
作／市谷麻菜（2024年度三股町立文化会館戯曲講座受講生）
演出／鈴木来知　
演出助手／松永琳太郎（ギムレットには早すぎる／福岡）

③「エモい！ハイスクール・バンド」
町民チーム②×守田慎之介（福岡）
――高校の放課後の教室。ビートルズのコピー
バンドをしているコウタたちの前に、あのアイ
ドルがやってきた……

日時／ 24日（土）午後1時30分
　　　 25日（日）午前10時30分/午後1時
作／渡具知実（2024年度三股町立文化会館戯曲講座受講生）
演出／守田慎之介（演劇関係いすと校舎／福岡）

④「午後十一時四十三分から始まる海馬物語」
演劇ユニットチックタックパーク（宮崎）
――ここは市役所に勤める平凡な30歳・田中
好美の脳内、さらには海馬。今日もそこで働く
人たちがいた……

日時／ 24日（土）午後5時　
　　　25日（日）午前9時30分/午後2時
作／日髙聖子（2024年度三股町立文化会館戯曲講座受講生）
演出／濱田明良（演劇ユニットチックタックパーク／宮崎）

⑤「星をみつめて」
町民チーム③×段正一郎（宮崎）
――空に無数の星がきらめく金御岳の展望エリ
ア。つかれたサラリーマンや不思議な老人など
が出会い……

日時／ 24日（土）午後6時　
　　　 25日（日）午前11時30分/午後2時
作／福田久美（2024年度三股町立文化会館戯曲講座受講生）
演出／段正一郎（劇団いかがなものか／宮崎）

⑥「占いの沼」
スペシャル・リーディング（札幌×岩手）
演劇ユニットせのび（岩手）
――とあるオフィスで働く星川は、LINEの広
告画面からうっかり占いサイトにハマっていっ
てしまい……
日時／ 24日（土）午後2時30分　
　　　25日（日）午前10時30分/午後3時
作／松田仁央
演出／村田青葉

前
述
し
た
と
お
り
、「
演
劇
」は
、
演
技

だ
け
で
な
く
、
脚
本
、
演
出
、
舞
台
そ
の

も
の
や
装
置
な
ど
も
鑑
賞
の
対
象
と
な
る

と
、辞
書
で
は
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
ま
ち
ド
ラ
！
は
少
し
事
情
が

異
な
り
ま
す
。
町
民
が
書
い
た
台
本
を
、

町
民
や
演
出
家
た
ち
が
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
作
り
上
げ
る
。
町
民
が
演
じ
る
舞

台
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
る
。

私
た
ち
が
直
接
見
る
機
会
が
な
い〝
裏
側
〟

に
、
ま
ち
ド
ラ
！
の
温
も
り
あ
る
魅
力
が

た
っ
ぷ
り
と
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

５
月
23
日（
金
）～
25
日（
日
）に
行
わ

れ
る「
ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
５
」。そ
こ
に

は
き
っ
と
、
私
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て

「
楽
し
い
！
」「
お
も
し
ろ
い
！
」と
思
え

る
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
「
ど
ら
っ
」と
腰
を
上
げ
て
現
地
に
行

き
、「
ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
５
」
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

　
町
立
文
化
会
館

　
☎
51
－
３
４
６
２

上
演
の〝
裏
側
〟

に
も
魅
力
が

「
ど
ら
っ
、ま
ち
ド
ラ
！
に

行
っ
て
み
っ
か
ね
」

「どらっ、まちドラ！」

出演 町民チーム 出演 各劇団

公式サイトはこちら
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C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

みまた座21期生本公演
「またね」本番の様子

『まちドラ！ 2024』本番の様子
町民チーム

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

内
に
設
置
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
、お

す
す
め
本
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
書
い
て

も
ら
い
ボ
ー
ド
に
貼
り
ま
す
。
新
し
い
本
と

の
出
会
い
を
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
を
作
成
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
み
て
み
て
！
こ
れ
が
わ
た
し
の
お
気
に

入
り
す
き
な
絵
本
を
ア
ー
ト
し
よ
う
！
」

絵
本
か
ら
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
、
貼
り
絵

技
法
（
カ
ラ
ペ
ハ
リ
エ
）
を
使
っ
て
お
は
な
し

を
表
現
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

カ
ラ
フ
ル
な
紙
を
切
り
貼
り
し
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
す
。

●
日
時

　

５
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
講
師　

永な
が

山や
ま

涼
り
ょ
う

子こ

、
橋は
し

口ぐ
ち

亜あ

里り

紗さ

参
加
対
象
は
小
学
生
以
上
、
定
員
12
人
で

す
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
図
書
館

窓
口
か
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
ほ
か
館
内
に
、
お
す
す
め
児
童
書
・
絵

本
の
特
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

大
人
が
楽
し
む
絵
本
時
間

３
月
６
日
（
木
）「
大
人
が
楽
し
む
絵
本
時

間
」
を
行
い
ま
し
た
。
幅
広
い
年
代
の
人
に
絵

本
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
６

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
は
じ
ま
り
の
春
。
春
や

新
生
活
に
関
す
る
絵
本
を
選
び
、
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
し
た
。
絵
本
時
間
の
ゲ
ス
ト
に
、

劇
団
員
の
あ
べ
ゆ
う
さ
ん
を
招
き
、
図
書
館

職
員
と
一
緒
に
絵
本
を
読
み
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
春
の
絵
本
や
別
れ
の
絵
本
な
ど
心
温

ま
る
お
は
な
し
を
じ
っ
く
り
聴
く
こ
と
が
で

き
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
へ
行
こ
う
！
こ
ど
も
の
読
書
週
間

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
で
す
。
た
く
さ
ん
の
絵
本
や
児

童
書
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
図
書
館
で

過
ご
す
時
間
や
本
と
の
出
会
い
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
読
書
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る
ヒ
・
ラ
・
ケ
・
ホ
・
ン
」

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
情
報
交
換

コ
ー
ナ
ー
を
、
５
月
20
日
（
火
）
ま
で
図
書
館

３
チ
ー
ム
が
、
短
編
劇
６
作
品
を
上
演
。
気

軽
に
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
楽
し
め
ま
す
！

③�
文
化
会
館
で
は
、
劇
艶
お
と
な
団
（
沖
縄
）

に
よ
る
沖
縄
の
言
葉
を
使
っ
た
「
う
ち
が

び
」「
60
年
」
の
豪
華
二
本
立
て
！
こ
の
７

作
品
を
一
日
か
け
て
、
ま
ち
を
ぶ
ら
ぶ
ら

歩
き
な
が
ら
演
劇
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
が

「
ま
ち
ド
ラ
！
」で
す
！
気
軽
に
演
劇
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

三
重
・
宮
崎
・
島
根
の
俳
優
が
集
う
！

　

６
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）、
三
重
、
宮

崎
、
島
根
の
３
地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
公
共

劇
場
が
連
携
し
て
つ
く
る
地
域
発
の
演
劇
公

演
「
こ
の
物
語
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
三
重
を
拠

点
に
海
外
で
も
活
躍
す
る
第
七
劇
場
。
宮
崎

に
根
差
し
な
が
ら
全
国
ツ
ア
ー
も
行
う
劇
団

こ
ふ
く
劇
場
。
そ
し
て
、
島
根
か
ら
全
国
で
活

動
す
る
俳
優
・
西
藤
将
人
が
、
三
重
県
に
集

い
、
滞
在
し
、
演
劇
作
品
を
創
作
し
ま
し
た
。

５
月
の
三
重
公
演
を
経
て
、
本
町
へ
や
っ
て
来

ま
す
。
全
国
で
活
躍
す
る
俳
優
に
よ
る
舞
台
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

★�

お
知
ら
せ
し
た
文
化
会
館
の
公
演
情
報

は
、
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

絵本の時間を楽しみました
「 大人が楽しむ絵本時間 」

「 こどもの読書週間 」
絵本児童書の展示を行っています

み
ま
た
座
22
期
生
大
募
集
！

３
月
30
日
（
日
）、
演
劇
公
演
・
み
ま
た
座

21
期
生
の
本
公
演
「
ま
た
ね
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
も
21
期
生
31
人
の
子
ど
も
た
ち

は
、
広
い
舞
台
で
元
気
に
の
び
の
び
と
演
じ
、

観
客
は
そ
の
物
語
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
み
ま
た
座
」

の
、
22
期
生
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。
演
劇

監
督
・
永な
が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

さ
ん
（
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
）

と
、
同
劇
団
の
俳
優
陣
を
講
師
に
迎
え
、
今

年
も
６
月
か
ら
３
月
の
期
間
で
開
講
し
ま

す
。
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
表
現
す
る
場
所

「
み
ま
た
座
」
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
ち
が
演
劇
に
染
ま
る
３
日
間
！

５
月
23
日
（
金
）～
25
日
（
日
）、
今
年
で
14

年
目
、
み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ま

ち
ド
ラ
！
２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

★「
ま
ち
ド
ラ
！
」は
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
！

①�

開
催
期
間
中
、
三
股
駅
、
町
体
育
館
と
町

中
央
公
民
館
が
期
間
限
定
の
特
設
小
劇
場

に
！

②�

そ
の
小
劇
場
で
は
、
全
国
各
地
で
活
躍
中

の
３
劇
団
と
プ
ロ
の
演
出
を
受
け
た
町
民

5
月
が
始
ま
り
ま
し
た
！
天

気
が
い
い
し
、た
く
さ
ん
の
人
が

外
で
遊
ぶ
し
、
春
真
っ
盛
り
で

す
。た
く
さ
ん
の
き
れ
い
な
花
が

咲
い
て
い
ま
す
！
そ
の
咲
い
て

い
る
花
を
見
な
が
ら
、花
の
意
味

に
つ
い
て
も
考
え
ま
す
。
実
は
、

ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ
カ
人
は
花

の
種
類
や
意
味
に
つ
い
て
あ
ま

り
考
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
本
に
来
て
か
ら
、

花
を
選
ぶ
時
に
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
日
本
人

は
、
誰
か
に
贈
る
花
を
選
ぶ
と

き
、花
の
意
味
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

を
考
え
て
い
る
よ
う
に
、私
に
は

思
え
ま
す
。

日
本
に
来
て
間
も
な
い
頃
、
同

僚
の
旦
那
さ
ん
が
手
術
を
受
け

た
の
で
、
早
く
回
復
す
る
こ
と
を

願
っ
て
花
を
贈
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
同
僚
は
と
て
も
感
謝
し
て
く

れ
ま
し
た
が
、後
で
親
切
に
、「
私

が
も
ら
っ
た
花
は
葬
儀
や
悲
し
み

の
時
に
使
わ
れ
る
も
の
だ
」と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
と
て
も

恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
！

私
は
花
の
重
要
性
に
つ
い
て

あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
以
来
、
花
に
つ
い
て
学

び
、日
本
の
花
の
世
界
を
探
索
す

る
こ
と
は
と
て
も
面
白
く
て
楽

し
い
で
す
。
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山
口
勝
己

公
園
の
楠
の
根
方
に
交
じ
ら
い
て
大
笑
い
す
る
人
の
声
す
る

登
下
校
黄
色
い
カ
バ
ー
の
か
ば
ん
背
に
緊
張
気
味
の
新
一
年
生

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
朝
、
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
に
家
の
前
を
掃
き
な
が
ら
「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
掛
け
ま
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

返
し
て
く
れ
ま
す
。
登
校
班
の
班
長
さ
ん
の
後
を
緊
張
し
た
顔
で

つ
い
て
い
く
姿
が
か
わ
い
い
で
す
。

315

山
下
恭
子

住
ま
い
に
隣
接
す
る
公
園
で
、
天
気
の
良
い
日
は
十
数
名
の
方
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
興
じ
て
お
ら
れ
、
プ
レ
ー
の
合
間
に
は
、
楽

し
く
談
笑
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

外国語指導助手のコーナーわたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

　三股の春は少し早いと感じます。春の始まりで桜が咲きま

した。三股町で見る桜は初めてです。とってもきれいでした。

蕾の時から毎日のように上米公園に写真を撮りに行きました

が少しずつ咲いていく花を見ているとどんな景色を見せてく

れるのかワクワクが止まりませんでした。最近は私の目線で

見た三股を撮った写真を投稿するインスタグラムを立ち上げ

ました。（＠mimata_kurashi）見ていただけたらうれしいです。

　さて、もう５月ですね。韓国では日本にもある「こどもの日」

に加え、親の日、教師の日、成人式はありませんが成人の日が

５月にあり、５月は「家庭の月」とも言われています。そして

なぜか誕生日が多い月です。実際に私も５

月生まれです。歳をとるほど時間が早く感

じます。まだまだ暑かった９月に着任して

あっという間にまた暑くなりました。

今月の表紙

『演 劇』

まちドラ！開催迫る

４月１７日、町立文化会館で、み
また演劇フェスティバル「まちド
ラ！」の、２回目の稽古が行われま
した。表紙写真に写る３人は、実際
にまちドラ！に出演する町民の皆さ
ん。約２時間におよぶ稽古の後、撮
影に応じてくれました。大人から子
どもまで、さまざまな人が出演する
「まちドラ！２０２５」。５月２３日（金）
～２５日（日）、町立文化会館をはじ
めとする各会場で、皆さんの来場
をお待ちしています。

「花の意味は大事ですか？」
「春」 ハームス・アレクシス

地域おこし協力隊 趙
ジョ

 昇
ス ン フ

厚さん

생일 축하해요
（センイル チュカヘヨ＝お誕生日おめでとうございます）

Instagramはコチラ
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Topics

世
代
を
超
え
た
交
流

「
中
学
生
と
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
」が
開
催

３
月
14
日（
金
）、町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」で
、
三

股
中
生
徒
で
構
成
さ
れ
る「
ま
ち

づ
く
り
部
」に
よ
る「
中
学
生
と

考
え
る
ま
ち
づ
く
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

同
部
は
、令
和
５
年
度
に
町
内

事
業
者
の
呼
び
か
け
に
よ
り
結

成
。自
分
た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
活
動
す
る「
ま
ち
づ

く
り
塾
」が
立
ち
上
が
り
、
令
和

６
年
度
か
ら「
ま
ち
づ
く
り
部
」

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
部
員
、
参
加
者
合
わ

せ
て
約
50
人
が
参
加
。町
担
当
者

が
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
五
本

松
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
に

「
Ｍ
ｄｒｕｍｓ
」堀
内
さ
ん

三
股
中
に
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
を
寄
贈

２
月
25
日（
火
）、宮
村
地
区
で
ド

ラ
ム
の
製
造
を
行
う「
Ｍエ

ム
ド
ラ
ム
ス

ｄ
ｒ
ｕ
ｍ
ｓ
」

の
堀ほ

り

内う
ち

誠ま
こ
と

代
表
が
、三
股
中
学
校

に
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
１
台
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、け
や

き
の
木
を
く
り
ぬ
い
て
製
作
さ

れ
た
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
。
専
用
の

ケ
ー
ス
と
と
も
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

堀
内
代
表
は「
３
年
前
に
都
城

市
内
の
高
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

い
つ
か
、母
校
で
あ
る
三
股
中
学

校
に
も
寄
贈
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。吹
奏
楽
部
で
使
っ
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
」と
話
し

ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
三
股
中
学
校
の
木

下
校
長
は
、寄
贈
に
対
し
謝
辞
を

述
べ
た
ほ
か「
生
徒
た
ち
も
喜
ぶ

と
思
い
ま
す
。大
切
に
使
い
た
い

と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

校
歌
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
を
作
成

宮
村
小
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

令
和
７
年
１
月
に
宮
村
小
学
校

が
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
、３
月
７
日（
金
）、同
校

体
育
館
で「
宮
村
小
学
校
１
５
０

周
年
記
念
式
典
」と
記
念
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
ら
で
組
織
す
る
実
行
委

員
会
が
企
画
し
た
記
念
式
典
に

は
、同
校
関
係
者
、児
童
、保
護
者

や
地
域
住
民
の
ほ
か
、町
か
ら
木

佐
貫
町
長
と
米
丸
教
育
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
宮
村
地
区
の
住

民
で
構
成
さ
れ
る「
宮
村
同
志
会
」

か
ら
、新
調
し
た
学
校
旗
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
式
典
終
了
後
に
は
、

１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

同
校
校
歌
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
思

い
出
メ
ッ
セ
ー
ジ
パ
ネ
ル
の
作

成
、記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

災
害
へ
の
備
え
を

防
災
士
研
修
会
を
開
催

３
月
８
日（
土
）、町
立
文
化
会

館
で
、「
三
股
町
防
災
士
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
の「
防
災
士
資
格

取
得
助
成
事
業
」を
利
用
し
て
防

災
士
資
格
を
取
得
し
た
人
を
対

象
に
、資
格
取
得
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
で
、約
70
人
の

防
災
士
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
の
講
師
は
、熊
本
大
学

大
学
院
先
端
科
学
研
究
部
・
工
学

部
土
木
建
築
学
科
の
竹た

け

内う
ち

裕ゆ

希き

子こ

教
授
。「
災
害
を
経
験
し
た
熊
本

の
地
域
防
災
に
お
け
る
状
況
と
課

題
」と
題
し
、
竹
内
教
授
自
身
の

被
災
経
験
な
ど
も
踏
ま
え
て
、地

域
と
行
政
の
連
携
の
重
要
性
や
避

難
所
開
設
・
運
営
に
お
け
る
課
題

な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、部
員

に
よ
る
一
年
間
の
活
動
報
告
や
、

参
加
者
と
中
学
生
に
よ
る
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

都
城
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

防
犯
ブ
ザ
ー
を
贈
呈

３
月
14
日（
金
）、
都
城
地
区

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合（
戸と

高だ
か

望の
ぞ
む

理
事
長
）が
、子
ど
も
た
ち

の
防
犯
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

町
・
町
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、

防
犯
ブ
ザ
ー
３
０
０
個
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
宮
崎
県
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会（
木き

田だ

正ま
さ

美み

理
事
長
）が
、
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
県
下
一
斉
に
行
っ
て

い
る
取
り
組
み
で
、今
年
で
16
年

目
に
な
り
ま
す
。

贈
呈
さ
れ
た
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、

ス
イ
ッ
チ
が
入
る
と
大
き
な
音
が

鳴
り
響
き
、周
囲
へ
注
意
を
促
す

も
の
。町
内
の
各
小
学
校
を
通
じ

て
、こ
の
春
入
学
し
た
児
童
に
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布
に
よ
り
、

児
童
た
ち
の
防
犯
意
識
の
向
上
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

県
内
市
町
村
で
初
！

宮
崎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ズ
と
協
定
締
結

３
月
24
日（
月
）、
町
役
場
で
、

町
と
宮
崎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ズ
株
式

会
社（
堀ほ

り

之の

内う
ち

秀し
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う

社
長
・
宮

崎
市
）と
の
間
で
結
ぶ
包
括
連
携

協
定
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
堀
之
内
社
長
、
深ふ

か

江え

義よ
し

和か
ず

球
団
代
表
、
高た

か

木き

翔し
ょ
う

平へ
い

球

団
副
代
表
の
ほ
か
、小お

野の

文ふ
み

也や

主

将
、
櫻お

う

美び

学
園
高
校（
旧
都
城
東

高
校
）出
身
の
有あ

り

馬ま

太た

玖く

登と

選
手

が
出
席
し
ま
し
た
。

同
球
団
は
、２
月
に
旭
ヶ
丘
運

動
公
園
野
球
場
で
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
た
ほ
か
、町
内
各
小
中
学
校

で
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
。こ
れ

ま
で
に
、町
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
締
結
し
た
協
定
に
は
、健

康
推
進
活
動
、
地
域
交
流
活
動
、

地
域
貢
献
活
動
な
ど
に
関
し
て
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

町
塗
装
防
水
業
協
会

上
米
公
園
で
清
掃
活
動
を
実
施

「
桜
ま
つ
り
の
前
に
清
掃
を
行
い
、
花
見
に
訪

れ
る
皆
さ
ん
に
、公
園
を
気
持
ち
よ
く
使
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
清

掃
し
ま
し
た
」

福ふ
く

田だ

照て
る

美み

さ
ん

町
塗
装
防
水
業
協
会

会
長

３
月
13
日（
木
）、町
塗
装
防
水

業
協
会（
福ふ

く

田だ

照て
る

美み

会
長
、５
社
）

が
、上
米
公
園
内
の
施
設
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
し
ま
し
た
。

今
回
清
掃
し
た
の
は
、農
業
用

た
め
池
の
横
に
所
在
す
る
屋
外
ト

イ
レ
。
外
壁
、
ト
イ
レ
内
の
壁
や

床
の
ほ
か
、雨
天
時
な
ど
に
滑
り

や
す
く
な
る
広
場
の
地
面
を
、高

圧
洗
浄
機
な
ど
を
使
っ
て
清
掃
し

ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
、本
年
度
は
西
部
地
区
体
育

館
、
弓
道
場
に
続
き
、
３
回
目
の

清
掃
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

Topics

町
の
安
全
の
た
め
決
意
新
た
に

新
消
防
団
員
に
辞
令
交
付

４
月
12
日（
土
）、
町
消
防
団

（
里さ

と

岡お
か

広ひ
ろ

志し

団
長
・
１
６
８
人
）の

令
和
７
年
度
辞
令
交
付
式
が
、町

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
新
副
部

長
１
人
、新
入
団
員
７
人
に
里
岡

団
長
が
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、辞
令
を
受
け
た
団
員

を
代
表
し
て
機
動
本
部
の
上う

え

野の

広ひ
ろ

樹き

団
員
が「
忠
実
に
消
防
の
業
務

を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。　

ま
た
、３
月
31
日
付
で
９
人
の

団
員
が
退
団
。
式
典
で
は
、
退
団

し
た
機
動
本
部
の
高た

か

山や
ま

秀し
ゅ
う

栄え
い

団
員

の
家
族
に
、木
佐
貫
町
長
か
ら
慰

労
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら

に
、日
本
消
防
協
会
か
ら
の
表
彰

伝
達
や
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
な
ど
も

行
わ
れ
、式
は
終
始
厳
粛
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、辞
令
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

【
新
副
部
長
】

《
第
６
部
》乘の

り

峯み
ね

敏と
し

明あ
き

【
新
入
団
員
】

《
機
動
本
部
》上う

え

野の

広ひ
ろ

樹き

、中な
か

野の

美み

穂ほ

、田た

尻じ
り

美み

和わ
《
第
２
部
》城し

ろ

下し
た

淳あ
つ

志し

、中な
か

原は
ら

龍り
ゅ
う

介す
け《
第
３
部
》猪い

鹿か

月つ
き

敦あ
つ
し《

第
４
部
》内う

ち

村む
ら

竜り
ゅ
う

平へ
い

7人の新入団員 辞令を受ける上野さん
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せら知お

町
は
、
新
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
応
援

す
る
た
め
、
住
宅
取
得
費
用
な
ど
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
申
請
す
る
人
は
、

対
象
と
な
る
要
件
や
必
要
な
提
出
書
類
の

確
認
の
た
め
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

● 

対
象
世
帯
＝
①
～
③
の
条
件
を
全
て
満

た
す
人

①
令
和
７
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
し
た

②�

婚
姻
日
の
年
齢
が
夫
婦
と
も
に
39
歳

以
下

③
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円
未
満

　
（
直
近
の
所
得
証
明
書
の
額
）

● 

対
象
経
費
＝
４
月
１
日（
火
）～
令
和

８
年
２
月
27
日（
金
）ま
で
に
支
払
っ

た
費
用
が
対
象
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
１
）住
宅
取
得
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
取
得
し
た
住
宅

の
購
入
ま
た
は
新
築
に
要
し
た
費
用
。

（
２
）住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
実
施
し
た
、
住

宅
機
能
の
維
持
ま
た
は
向
上
を
図
る
た
め

に
行
う
修
繕
、
増
築
、
改
築
、
設
備
更
新

な
ど
の
工
事
費
用
。

（
３
）住
宅
賃
貸
費
用

婚
姻
を
機
に
新
た
に
契
約
し
た
住
宅
の

賃
借
に
要
し
た
費
用
お
よ
び
既
に
契
約
済

み
の
住
宅
で
婚
姻
日
ま
た
は
婚
姻
を
機
に

同
居
を
始
め
た
日
以
後
の
住
宅
の
賃
借
に

要
し
た
費
用
の
う
ち
賃
料
、敷
金
、礼
金
、

共
益
費
お
よ
び
仲
介
手
数
料
。

（
４
）引
越
費
用

婚
姻
を
機
に
町
内
に
引
っ
越
し
す
る
際

に
要
し
た
経
費
の
う
ち
、
引
越
業
者
ま
た

は
運
送
業
者
へ
支
払
っ
た
費
用
。

※�（
１
）～（
３
）に
つ
い
て
は
、居
住
用
途

の
部
分
と
事
業
用
途
の
部
分（
店
舗
な

ど
）が
併
存
す
る
併
用
住
宅
に
お
い
て

は
、
居
住
用
途
の
部
分
の
み
対
象
と
し

ま
す
。

●
補
助
金
額
＝
最
大
30
万
円

● 

受
付
期
間
＝
令
和
８
年
２
月
27
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

消
防
庁
で
は
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
事

業
所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を

図
る
た
め
、６
月
８
日（
日
）～
14
日（
土
）

を「
危
険
物
安
全
週
間
」と
し
、
危
険
物

の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
お
よ
び
啓

発
を
全
国
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
事
業
所
で
は
自
主
保
安

体
制
の
確
立
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
セ
ル

フ
給
油
所
な
ど
で
給
油
す
る
際
は
注
意
事

項
を
順
守
の
う
え
、
事
故
防
止
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
市
消
防
局
予
防
課

☎
22
－
８
８
８
４　

５
月
26
日（
月
）に
改
正
戸
籍
法
が
施

行
さ
れ
、
戸
籍
の
記
載
事
項
に
氏
名
の
振

り
仮
名
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
同
日
以
降
、

本
籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
、
戸
籍
に
記

載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名
が
通
知
さ
れ

ま
す
の
で
、
誤
り
が
な
い
か
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

通
知
の
振
り
仮
名
が
正
し
い
と
き
は
、

届
け
出
を
し
な
く
て
も
通
知
の
と
お
り

戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

振
り
仮
名
が
誤
っ
て
い
た
場
合
は
、
令

和
８
年
５
月
25
日（
月
）ま
で
に
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
、
市
区
町
村
窓
口
、
郵
送
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
氏
名
の
振
り
仮
名
の
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
り
仮
名
の
届
け
出
に
手
数
料
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
届
け
出
を
し
な
く
て

も
、
罰
則
や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

金
銭
を
支
払
う
よ
う
に
と
い
っ
た
詐
欺
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
法
務
省
公
式
サ
イ
ト
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
民
保
健
課
戸
籍
住
民
係

☎
52
－
９
６
３
０

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現
在

で
宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
の
あ
る
自
動
車

の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
、

納
期
限
は
６
月
２
日（
月
）で
す
。�

金
融
機
関
、
県
税
・
総
務
事
務
所
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
の
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
ア
プ
リ
決
済
も
可

能
で
す（
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
の
裏
面

お
よ
び
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。な

お
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当

し
て
い
る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申
請
す

る
こ
と
で
自
動
車
税
種
別
割
が
減
免
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所�

結
婚
新
生
活
を
支
援
し
ま
す
！

６
月
８
日
～
14
日
は「
危
険
物

安
全
週
間
」で
す

令
和
７
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

『
危
険
物
　
無
事
故
へ
挑
む

　
ゴ
ン
グ
鳴
る
』

５
月
26
日
か
ら
戸
籍
に
氏
名
の

振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
ま
す

５
月
は
自
動
車
税
種
別
割
を
納

め
る
月
で
す

法務省公式サイト

せら知お 	

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●� 

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��

宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

● 

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

● 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

●
住
所
変
更
日
＝
４
月
１
日

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
52
－
９
３
１
１

４
月
１
日（
火
）か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

窓
口
で
の
手
続
き
の
受
付
時
間
を
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
し
た
。

●
変
更
後
の
受
付
時
間
＝

　
【
午
前
】８
時
30
分
～
正
午

　
【
午
後
】１
時
～
４
時
30
分

● 

受
付
時
間
内
に
、町
役
場
に
来
庁
で
き

な
い
人
＝
木
曜
日
の
午
後
５
時
～
７
時

ま
で
の
時
間
で
対
応
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

い（
前
日
ま
で
に
、要
予
約
）。

※�

祝
祭
日
な
ど
の
関
係
で
、
木
曜
日
以
外

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

予
約
者
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

予
約
者
数
が
多
い
場
合
、
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す(

特
に
ご
家
族

で
の
手
続
き
の
場
合
、
日
中
の
方
が
ス

ム
ー
ズ
で
す)

。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
民
保
健
課
戸
籍
住
民
係

☎
52
－
９
６
３
０

10
月
１
日
現
在
で
、令
和
７
年
国
勢
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
町

で
は
、
次
の
と
お
り
調
査
員
を
募
集
し

ま
す
。

● 

応
募
資
格
＝
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務

を
遂
行
で
き
る
人
で
、
20
歳
以
上
の
健

康
な
人
。

● 

従
事
期
間
＝
８
月
上
旬
か
ら
11
月
上
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

● 

報
酬
＝
国
の
交
付
基
準
に
基
づ
い
て
支

給
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
＝
６
月
20
日（
金
）

● 

申
し
込
み
＝
申
込
書
を
町
公
式
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
町
役
場

３
階
の
企
画
商
工
課
で
入
手
し
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
メ
ー
ル
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
、
直
接
持
参
し
、
企
画

商
工
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　
52
－
９
７
６
２

愛
の
ご
寄
付

・
納
付
に
関
す
る
こ
と
☎
23
－
４
５
１
６ 

・
減
免
に
関
す
る
こ
と
☎
23
－
４
５
１
７ 

次
の
社
会
教
育
施
設（
５
施
設
）に
つ

い
て
、
４
月
１
日（
火
）か
ら
住
所
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

こ
れ
は
、「
三
股
町
公
民
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
」「
三
股
町
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」に
記
載
さ
れ
て
い

る「
位
置
」（
住
所
）が
、
条
例
制
定
後
の

国
土
調
査
な
ど
に
よ
り
、
実
際
の
住
所
と

相
違
が
あ
る
た
め
、
４
月
１
日
付
で
各
条

例
上
の「
位
置
」（
住
所
）を
改
め
た
も
の

で
す
。

●
対
象
施
設
＝

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

大お
お
久く

保ぼ

悦え
つ
子こ

夫
大お

お
久く
保ぼ
明あ

き
博ひ

ろ

78

梶
山

3
万
円

中な
か
原は

ら
都と

代よ

子こ

夫
中な

か
原は

ら
秀ひ

で
利と

し

70

仲
町

3
万
円

川か
わ
越ご

え　
　
恵め

ぐ
み

母
安や

す
岡お

か
登と
亀き
子こ

88
山
王
原
3
万
円

萩は
ぎ

原は
ら

ゆ
う
子こ

母
乙お

と
守も

り
ユ
キ

104

前
目

3
万
円

松ま
つ

山や
ま

ノ
リ
子こ

夫
松ま

つ
山や

ま
一か

ず
美み

80

東
原

1
万
円

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

社
会
教
育
施
設（
５
施
設
）の

住
所
を一部
変
更
し
ま
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
の
受
付
時

間
を
変
更
し
ま
し
た

令
和
７
年
国
勢
調
査
の
調
査
員

を
募
集
し
ま
す

社
会
教
育
施
設　
住
所
変
更

三
股
町
第
５
地
区
分
館

（
旧
）三
股
町
大
字
長
田
６
１
７
０
番
地
１

（
新
）三
股
町
大
字
長
田
６
１
６
８
番
地
４

三
股
町
第
６
地
区
分
館

（
旧
）三
股
町
大
字
蓼
池�

２
２
９
５
番
地

（
新
）三
股
町
大
字
蓼
池�

２
２
９
２
番
地
１

三
股
町
第
８
地
区
分
館

（
旧
）三
股
町
大
字
樺
山
４
５
９
８
番
地

（
新
）三
股
町
大
字
樺
山
４
５
９
８
番
地
１

三
原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

（
旧
）三
股
町
大
字
蓼
池
５
３
３
１
番
地

（
新
）三
股
町
大
字
蓼
池
５
３
２
９
番
地
２

勝
岡
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

（
旧
）三
股
町
大
字
餅
原
１
０
２
３
番
地
26

（
新
）三
股
町
大
字
餅
原
１
０
１
１
番
地
６

写真はイメージです
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行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
６
月
５
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※
要
予
約

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

て
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日
＝
６
月
11
日（
水
）

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

�「
元
気
の
杜
」大
会
議
室
と
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
近
所
で
助
け
合
う

子
育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。“
依

頼
者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者

は
大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
”そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
期
日
＝
６
月
５
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝

　
令
和
６
年
５
月
生
ま
れ

　
令
和
６
年
11
月
生
ま
れ

　
令
和
７
年
３
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

（�

お
っ
ぱ
い
相
談
希
望
者
は
タ
オ
ル
３

枚
程
度
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
期
日
＝
６
月
12
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

● 

対
象
者
＝
令
和
４
年
12
月
～
令
和
５
年

１
月
生
ま
れ

● 

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
、
こ
と
ば
の
相
談
や
栄
養
相

談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

多
胎
児
の
親
子
と
多
胎
児
の
妊
婦
が
集

う
サ
ー
ク
ル
で
す
。
多
胎
児
の
マ
マ
が
中

心
に
な
っ
て
、
お
話
会
や
身
体
測
定
を
し

ま
す
。

●
期
日
＝
５
月
15
日（
木
）

　
　
　
６
月
12
日（
木
）

●
時
間
＝
９
時
30
分
～
11
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会
」の
手
作
り
の
作
品
を
使
っ

た
お
は
な
し
会
で
す
。

●
期
日
＝
５
月
20
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※
要
予
約

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
５
月
27
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」大
会
議
室

※
要
予
約

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
、
保
護
者
同
伴
が
原
則

で
す
。

開
放
日
は
、
月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～

正
午
と
、
午
後
１
時
～
３
時
で
、
開
放
日

に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し
い
行
事
や
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る
」「
お
友
達
を
つ
く
り
た
い
」と
思
っ
て

い
る
保
護
者
は
、

ぜ
ひ
親
子
で
遊

び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

※
要
予
約

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

祉福と健保

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

親
子
サ
ー
ク
ル　
キ
ラ
キ
ラ

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

お
は
な
し
か
い

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

安
心
し
て
自
立
し
た
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

自
宅
に
訪
問
し
て
日
ご
ろ
の
暮
ら
し
ぶ

り
、
体
調
の
こ
と
や
困
り
ご
と
な
ど
を
聴

い
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪

問
し
た
際
に
は
、
気
軽
に
何
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
注
意
と
お
願
い

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
訪
問
の
際
に

必
ず
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
で
あ
る

こ
と
を
名
乗
り
、

守
秘
義
務
を
厳

守
し
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必

要
で
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

・�

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り

・�

児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
施
設
へ
の
送
迎　

な
ど

● 

利
用
料
金
＝
町
が
一
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
音

楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
６
月
16
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
を
参
考
に
し
て
、
日
々
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

● 

対
象
者
＝
30
歳
～
70
歳
ま
で
で
、
５

歳
ご
と
の
節
目
年
齢
の
人(

令
和
８
年

４
月
１
日
時
点
の
年
齢
が
、
30
・
35
・

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
人)

●
定
員
＝
１
５
０
人

●
自
己
負
担
＝

・�

胃
内
視
鏡
検
査(

胃
カ
メ
ラ)

を
選
択

…
７
５
０
０
円

・�

胃
部
Ⅹ
線
検
査(

バ
リ
ウ
ム)

を
選
択

…
６
５
０
０
円

● 

検
査
内
容
＝
①
問
診
②
身
体
計
測
③

血
圧
測
定
④
血
液
検
査
⑤
尿
検
査
⑥

医
師
に
よ
る
診
察
⑦
胸
部
Ⅹ
線
検
査

⑧
腹
部
超
音
波
検
査
⑨
心
電
図
⑩
便

潜
血
検
査(

２
日
法)

⑪
消
化
器
検
査

(

胃
内
視
鏡
検
査
ま
た
は
胃
部
Ⅹ
線
検

査
の
い
ず
れ
か)

●
予
約
方
法
＝

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
予
約
を
す
る

②
電
話
で
予
約
を
す
る

　
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
－
８
４
８
１

　
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※�

申
込
期
限
は
５
月
31
日（
土
）と
し
ま

す
が
、
定
員（
１
５
０
人
）に
達
し
た

場
合
は
、
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※�

職
場
な
ど
で
受
け
る
健
診
と
内
容
を
比

較
し
、
受
診
を
検
討
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一　
般

　祉福と健保

利
用
時
間

１
時
間
当
た
り
の
利
用
料

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時

３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
、夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
一
人
目
の
み

５
０
０
円

兄
弟
利
用
二
人
目
か
ら

４
０
０
円

町
人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
の
訪
問
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
！

足もと元気教室
●日程＝５月15日～６月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～ 11時 第1地区分館
５月16日（金）

６月６日（金）

2地区 午後１時30分～３時 2地区交流プラザ ６月５日(木)

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 ６月12日（木）

4地区 午前９時30分～ 11時 第4地区分館 ５月21日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 ５月15日（木）

蓼池 午前９時30分～ 11時 蓼池児童館
５月15日（木）

６月５日(木)

花見原 午前９時30分～ 11時 花見原コミュニティセンター ６月４日（水）

餅原 午前９時30分～ 11時 餅原営農研修館 ５月19日(月)

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター ５月21日（水）

中原 午前９時30分～ 11時 中原コミュニティセンター
５月28日（水）

６月11日（水）

今市 午前９時30分～ 11時 今市児童館 ６月２日（月)

下新 午前９時30分～ 11時 7地区分館 ６月13日(金)

8地区 午前９時30分～ 11時 8地区分館 ５月23日（金）

9地区 午後１時30分～３時 9地区分館
５月28日（水）

６月11日（水）

●	準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補給
用の飲み物
※	5月1日～ 14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照くださ
い。

町公式サイト
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情のしらく 報

交通事故（人身）発生ワースト順位�◎県内第７位／令和７年2月28日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和７年４月１日現在） ◦男／11,793人◦女／13,341人◦合計／25,134人（前月比−90人）
◦世帯数／10,470戸（＋19戸）◦出生／21人◦死亡／27人◦転入／156人◦転出／240人

６月２日（月）の納期限までに納付しましょう
●軽自動車税
口座振替日は5月26日（月）です。また、再振替は6

月10日（火）に行います。振替日の前日までに預貯金口
座の残高確認をお願いします。口座の解約などで振替が
できなかった場合は、「口座振替不能用の納付書」を送付
します。納付書に記載されている納付場所で早めに納め
てください。
町税の納付は「安心・便利・確実」な口座
振替をご利用ください
◆申し込み手続き
・�口座振替依頼書は町役場税務財政課のほか、町指定
金融機関（宮崎県農業協同組合、宮崎銀行など）や郵
便局にあります。
・�金融機関などに「預金通帳」「口座届け出印」をお持ち
になり、口座振替依頼書に必要事項を記入のうえ、
申し込んでください。

◆金融機関など（各支店・各支所）
宮崎県農業協同組合、宮崎銀行、宮崎太陽銀行、宮崎第
一信用金庫、鹿児島銀行、郵便局、九州労働金庫
◆口座振替ができる町税
町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税
◆口座振替ができる預貯金の種類
普通預金、当座預金、納税準備預金、通常郵便貯金
◆口座振替の開始月
依頼日の翌月または翌々月からの引き落としになります。
◆振替日
毎期25日（金融機関が休みの場合、翌営業日になります）
◆注意事項
毎期25日の翌月10日（金融機関が休みの場合、翌営
業日になります）に再振替を行っています。再振替で
も引き落としできなかった場合は、町役場窓口で納付
していただくことになります。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635

５
月
は
、
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化

月
間
で
す
。
自
転
車
利
用
中
の
交
通
事
故

防
止
と
自
転
車
利
用
者
に
よ
る
危
険
・
迷

惑
行
為
の
防
止
の
た
め
、
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

・�

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
。
原
則
と
し

て
、車
道
の
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

・�

自
転
車
に
乗
る
時
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・�

交
差
点
で
は
、
信
号
と
一
時
停
止
を
守

り
、安
全
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

・�

飲
酒
運
転
、
２
人
乗
り
、
並
進
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

・�

傘
差
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使

用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど

の
使
用
は
危
険
で
す
。

・�

万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
、
必
ず
自
転

車
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

・�

令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら
自
転
車
の

酒
気
帯
び
運
転
が
罰
則
化
さ
れ
、
携
帯

電
話
使
用
な
ど
の
罰
則
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

【
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て
】

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転

車
利
用
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
な
か
っ
た
と
き

の
致
死
率
は
、
着
用
し
て
い
た
と
き
の
約

１・７
倍
で
す
。ま
た
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
せ
ず
亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
、
約
５
割

が
頭
部
を
損
傷
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
な
ど
の
安
全
性
を
示
す

マ
ー
ク
の
付
い
た
も
の
を
使
う
よ
う
に
努

め
、
顎
ひ
も
を
確
実
に
締
め
る
な
ど
正
し

く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
に
つ
い
て
】

自
転
車
保
険
加
入
は
、
宮
崎
県
の
条
例

で
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
保
険
に
は
、
自
動
車
保
険
や
火

災
保
険
な
ど
の
特
約
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
付
帯
保
険
の
ほ
か
、コ
ン
ビ
ニ
や
ネ
ッ

ト
で
手
軽
に
加
入
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
万
が
一に
備
え
て
、
自
転
車
損
害
補

償
責
任
保
険
な
ど
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

※
自
転
車
盗
難
が
増
え
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
止
め
る
時
は
必
ず
鍵
を
か
け

ま
し
ょ
う
。
二
重
ロ
ッ
ク
や
防
犯
登
録
を

行
い
、
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

　情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ 3
憲法記念日

可燃物
図書館休館日

４
みどりの日

5
こどもの日

6
振替休日

７ ８ ９ 10

図書館休館日
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

白色トレイ
ペットボトル

可燃物

11 12 13 14 15 16 17

可燃物
図書館休館日

可燃物 缶・ビン 可燃物 みまた演劇フェスティバル
プレドラ！

18
みまた演劇フェスティバル
プレドラ！

19 20 21 22 23
みまた演劇フェスティバル
まちドラ！

24
みまた演劇フェスティバル
まちドラ！

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

不燃物 可燃物

25
みまた演劇フェスティバル
まちドラ！

26 27 28 29 30 31

可燃物
図書館休館日

可燃物 可燃物

5月 5月

町公式サイト

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

３土

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048
田口循環器科・内科クリニック（内） 下 川 東 ☎24-0600
大岐医院（内・胃） 山之口町 ☎57-2025
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818
横山病院（泌） 都 島 町 ☎22-2806
中山産婦人科医院（産・婦） 前 田 町 ☎23-8815

４ 日

有馬医院（内・小） 上長飯町 ☎23-2610
松山医院（内・呼・リウ） 上 川 東 ☎24-1046
隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100
とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） 三 股 町 ☎52-1135
倉内整形外科病院（整） 上 町 ☎22-1252
小山田眼科医院（眼） 松 元 町 ☎22-0710

5 月

児玉小児科（小） 花 繰 町 ☎25-5570
瀬ノ口醫院（内・消） 姫 城 町 ☎25-5155
ライフクリニック（内） 安 久 町 ☎39-2525
一心外科医院（外・胃・肛・内） 三 股 町 ☎52-7788
よしかわクリニック（麻・整・内） 前 田 町 ☎23-9384
丸田病院（産・婦） 八 幡 町 ☎23-7060

６ 火

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
坂元医院（内・胃） 牟 田 町 ☎22-0360
やまさき医院（内） 都 原 町 ☎25-7780
山路医院（外・内） 山 田 町 ☎64-3133
清風会クリニック（泌） 栄 町 ☎25-1177
都城こみぞ眼科（眼） 三 股 町 ☎57-7722

11日

柳田病院（小・内） 東 町 ☎22-4862
藤元上町病院（内） 上 町 ☎23-4000
三州病院（内） 花 繰 町 ☎22-0230
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 豊 満 町 ☎39-2226
なかむら整形外科クリニック(整) 平 江 町 ☎36-5333
あきづき医院（精） 上水流町 ☎36-0534

18日

仮屋医院（内・小） 上水流町 ☎36-0521
藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 ☎25-9031
宗正病院（外） 八 幡 町 ☎22-4380
飯田整形外科クリニック（整） 上 町 ☎46-5115
もりぞの耳鼻咽喉科（耳鼻） 甲斐元町 ☎36-6036

25日

畠中小児科医院（小） 三 股 町 ☎52-6000
すみクリニック（内） 東 町 ☎36-7701
メディカルシティ東部病院（内） 立 野 町 ☎22-2240
もりやま脳神経外科（脳） 久保原町 ☎21-6888
江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） 三 股 町 ☎51-1122
武田産婦人科医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎22-0336

5月

※	休日急患診療機関の診療時間は午前9時～午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間
急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお問
い合わせください。

INFORMATIONINFORMATION

自
転
車
を
利
用
す
る
時
は
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
」と「
自

転
車
保
険
加
入
」で
自
分
の

身
を
守
り
ま
し
ょ
う

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間

期
間
：
５
月
１
日（
木
）～
31
日（
土
）

「回覧」発行が、月に１回に
なりました！
回覧の配布作業に関する負担の声などを踏まえ
て、令和７年度から、「回覧」の発行を月に１回に
変更しました。
●変更後の発行スケジュール
毎月１日に「広報みまた」、「回覧」を発行します。
※�ただし、１月と４月は、それぞれ１月１５日、４月
１５日に発行します。
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POST CARD

お手数ですが
切手を貼って
お出しください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係�行

2025.5　vol.657

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星・ご長寿万歳については、申込
者多数のため、新規受付を一時停止しています。
受付再開まで、しばらくお待ちください。

柿か
き
の

木き

　
叶と

環わ

ち
ゃ
ん

令
和
３
年
５
月
20
日
生
ま
れ（
３
歳
）

柿
木
浩
成
さ
ん・深
雪
さ
ん
の
長
女

い
つ
も
優
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
て
が

ん
ば
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
み
ん

な
叶
環
の
こ
と
が
大
好
き
だ
よ
♥
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
な
音
澄
。
た
く
さ
ん

の
癒
し
を
あ
り
が
と
う
♥
こ
れ
か
ら
も

す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
。
大
好
き

だ
よ
！

柿か
き
の

木き

　
音お

澄と

ち
ゃ
ん

令
和
６
年
２
月
10
日
生
ま
れ（
１
歳
）

柿
木
浩
成
さ
ん・深
雪
さ
ん
の
次
女

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！
毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

５月の旬の食材
・グリーンピース
・タマネギ
・タケノコ
・ごぼう
・三つ葉

※材料は全て1人分です

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

❺❺

❶�主食/ごはん
243㌔㌍　塩分０㌘
材　料　�ごはん…150㌘

❷�主菜/蒸しひすい団子
356㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�グリーンピース…50㌘、片栗粉…小さじ1、牛ひき

肉…70㌘、タケノコ（水煮）…20㌘、ショウガ…
少々、●しょう油…小さじ1/2、●酒…小さじ1/2、
●塩…小さじ1/10、●コショウ…少々、●片栗粉
…小さじ1、ミニトマト…3個

作り方� ①�タケノコとショウガはみじん切りにする。
� ②�グリーンピースはさっと茹で、水気を取る。牛ひ

き肉、①、●をボウルに入れ、よく混ぜ合わせ４
等分にして丸める。

� ③�肉団子に片栗粉をまぶし、グリーンピースをつ
ける。

� ④蒸し器で約７分蒸す。
� ※�電子レンジの場合：耐熱容器に並べ、ラップをし

て600W約４分（目安）加熱する。
� ⑤ミニトマトを添える。

❸�副菜/ゴボウのきんぴら
73㌔㌍　塩分0.4㌘
材　料　�ゴボウ…50㌘、三つ葉…20㌘、ゴマ油…小さじ

1/2、▲砂糖…小さじ1/2、▲しょう油…小さじ
1/2、白ゴマ…小さじ1/2

作り方� ①�ゴボウはよく洗い、皮付きのままささがきにして
10分ほど水にさらし、ザルに移す。

� ②三つ葉は３㌢長さに切る。
� ③�フライパンにゴマ油をひき、中火でゴボウがしん

なりするまで炒める。▲を入れ、汁けがなくなる
まで炒める。

� ④火を止め、白ゴマ、三つ葉を入れて混ぜ合わせる。

❹副菜/タマネギのみそ汁
41㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�タマネギ…50㌘、ニンジン…20㌘、ワカメ…1㌘、

だし汁…120㍉㍑、ミソ…小さじ1
作り方� ①�タマネギとニンジンは食べやすい大きさに切り、

だし汁で煮る。
� ②ミソを溶き入れワカメを加える。

❺もう一品/グレープフルーツ
40㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�グレープフルーツ…1/3個

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
運
動
が
、元
気
の
秘
訣

東
原
地
区
の
公
園
で
、
週
３
回
行
わ

れ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
現
在
92
歳
の
加
覧

幸
雄
さ
ん
は
、
力
強
い
ス
イ
ン
グ
を
見
せ

る
ほ
ど
壮
健
な
体
の
持
ち
主
だ
。
大
病
を

患
っ
た
こ
と
が
な
い
ば
か
り
か
、
直
近
５

～
６
年
は
風
邪
を
ひ
い
て
い
な
い
。
元
気

の
秘
訣
は「
体
を
動
か
す
こ
と
」。
海
上

自
衛
隊
の
自
衛
官
だ
っ
た
加
覧
さ
ん
は
、

地
上
で
も
海
上
で
も
、
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い
た
ほ
ど
の
運
動
好
き
だ
。

そ
ん
な
加
覧
さ
ん
に
と
っ
て
、
日
々
の
楽

し
み
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ラ
ン
ニ

ン
グ
だ
と
い
う
。「
仲
間
た
ち
と
プ
レ
ー

す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
、
週
に
３

日
、
3
㌔
ほ
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
、
と
て

も
楽
し
い
ん
で
す
。
昔
と
比
べ
る
と
、
走

る
距
離
は
短
く
な
り
ま
し
た
け
ど
ね
」と

笑
顔
で
話
す
。「
１
０
０
歳
ま
で
生
き
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
少
な
く
と
も
、
95
歳

ま
で
は
生
き
な
い
と
い
け
な
い
ね
」と
話

す
加
覧
さ
ん
。
力
強
い
ス
イ
ン
グ
で
ボ
ー

ル
を
打
つ
姿
は
、
こ
れ
か
ら
も
周
囲
の
人

た
ち
に
元
気
と
希
望
を
与
え
て
い
く
。

大学生の時、友人と一緒に登山
用のリュックを購入しに行った時
のこと。私が「ちょっと、からって
みようかな」と言うと、友人の手が
止まり…少し、時間も止まりまし
た。「からう」が方言だと知らない
私、「からってみよう」が分からな
い兵庫県出身の友人。３秒ほど後に
「えっ…？」と言われ、互いに見合
い、笑いが起きました▼三股・宮崎
に限らず、全国の方言やイントネー
ションの違いが好きな私。「どら」
も好きな方言の一つです▼今回の
特集は「どらっ、まちドラ！」。「ど
ら」という、どこかゆったりとした
雰囲気が、まちドラ！に合っている
なぁと思い使用しました。まちド
ラ！に触れたことない人も「どら」
（さぁて）と腰を上げ、見に行って
はいかがでしょうか。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表）	
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和７年５月１日号No.657

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち

東
原
在
住 

加か

覧ら
ん 

幸ゆ
き

雄お

（
９２
）さ
ん

元
気
を
与
え
る
、元
気
な
姿

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１	

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

No.151
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●
伝
統
工
芸
品「
ご
っ
た
ん
」

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
伝
統
工
芸

品「
ご
っ
た
ん
」の
製
作
者
で
、
今

年
２
月
に
宮
崎
県
伝
統
工
芸
士
に

認
定
さ
れ
た
上か

み

　ま
き牧

正ま
さ

　き輝
さ
ん
で
す
。

上
牧
さ
ん
が
ご
っ
た
ん
を
作
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら

15
年
以
上
前
の
こ
と
。
勤
め
て
い

た
製
作
所
で
、
の
ち
に
師
匠
と
な
る

黒く
ろ

　き木
俊と

し

　み美
さ
ん
と
出
会
い
、
師
匠
の

勧
め
で
ご
っ
た
ん
製
作
者
の
道
に

進
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
ご
っ
た
ん
の

素
材
は
杉
の
板
で
、
釘
を
１
本
も
使

わ
ず
組
み
立
て
ら
れ
、
そ
の
音
色

は
素
朴
な
が
ら
耳
心
地
の
よ
い
懐

か
し
い
音
が
し
ま
す
。
上
牧
さ
ん
は

「
幼
い
時
期
か
ら
楽
器
に
触
れ
る
こ

と
や
、
学
校
教
育
で
も
使
う
こ
と
で

地
域
に
広
ま
り
、
ご
っ
た
ん
の
弾
き

手
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

事
前
に
連
絡
を
す
れ
ば
工
房
の
見

学
も
で
き
る
そ
う
で
す
。
ま
た
ご
っ

た
ん
を
お
求
め
の
人
は
、
ご
注
文
を

受
け
て
か
ら
の
製
作
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
ご
っ
た

ん
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント出店情報

【美木工房】餅原
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問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


